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一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
八
月
一
日
、

東
京
は
歓
喜
の
渦
に
包
ま
れ
た
。
前
日
の
Ｉ

Ｏ
Ｃ
総
会
で
、
四
年
後
（
一
九
四
〇
年
）
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
東
京
市
は
一
九
三
二
年
以
来
、
招
致

活
動
を
続
け
、
ロ
ー
マ
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
な
ど

有
力
都
市
と
の
激
戦
の
末
、
ア
ジ
ア
初
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
権
を
勝
ち
取
っ
た
。

実
は
、
横
浜
の
人
び
と
は
、
東
京
の
招
致

活
動
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
四
か

月
前
の
三
月
一
九
日
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
長
の
バ

イ
エ
・
ラ
ツ
ー
ル
が
来
日
し
、
約
二
〇
日
間

か
け
て
、
競
技
施
設
の
準
備
状
況
な
ど
を
視

察
し
た
。
来
日
前
の
ラ
ツ
ー
ル
は
、
必
ず
し

も
東
京
開
催
に
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
が
、

こ
の
視
察
で
「
設
備
は
満
点
」
と
太
鼓
判
を

押
し
た
。
ま
た
離
日
に
際
し
、「
一
番
嬉
し
か

つ
た
の
は
横
浜
に
入
港
し
た
と
き
沢
山
の
小

学
生
が
出
迎
へ
て
ゐ
て
く
れ
た
事
で
、
世
界

中
に
こ
ん
な
国
は
一
つ
も
無
い
」
と
語
っ
た

（『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
九
三
六
年
四
月
九

日
、
以
下
同
紙
は
『
横
貿
』
と
略
す
）。

こ
の
大
歓
迎
を
準
備
し
た
の
は
平
沼
亮
三

で
あ
る
。
戦
後
に
横
浜
市
長
を
つ
と
め
る
平

沼
は
、
当
時
大
日
本
体
育
協
会
の
副
会
長
と

し
て
、
ラ
ツ
ー
ル
の
視
察
に
同
行
、
彼
を
自

宅
に
招
い
て
鉄
棒
を
自
ら
披
露
す
る
な
ど
親

睦
を
深
め
た
ほ
か
、
東
京
開
催
に
向
け
た
一

通
の
覚
書
を
交
わ
し
た
。
そ
こ
に
は
、
参
加

国
の
役
員
選
手
に
対
す
る
遠
征
補
助
金
を
増

額
す
る
こ
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会

は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
任
命
す
る
技
術
顧
問
を
採
用
す

る
こ
と
、
な
ど
具
体
的
な
項
目
が
並
ん
で
お

り
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
七
年
六
月

一
九
日
）、
こ
れ
が
東
京
開
催
を
確
実
に
し

た
と
も
言
え
る
。
平
沼
は
、
こ
の
後
、
八
月

か
ら
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
る
第
一
一
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
選
手
団
の
団
長
と
し
て

参
加
し
、
国
内
外
に
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
顔

と
し
て
活
躍
し
た
。

ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
水
泳

二
百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
の
前
畑
秀
子
、
三
段

跳
び
の
田
島
直
人
、
マ
ラ
ソ
ン
の
孫
基
禎
な

ど
、
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
き
、
日
本
は
金

6
、
銀
4
、
銅
8
を
獲
得
し
た
。
帰
国
し
た

選
手
団
は
、
神
戸
・
横
浜
・
東
京
な
ど
で
大

歓
迎
を
受
け
、
四
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
世
論
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

一
九
三
六
年
一
二
月
二
四
日
に
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
平

沼
も
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
翌
三
七
年
か
ら
競

技
場
の
選
定
を
は
じ
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向
け
た
準
備
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
。

横
浜
で
は
、横
浜
体
育
協
会
を
中
心
に
、ヨ
ッ

ト
、
ボ
ー
ト
、
ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
の
競
技
場
誘

致
が
検
討
さ
れ
た
。

「
ヨ
ッ
ト
は
浜
へ
」

こ
の
う
ち
最
も
確
実
視
さ
れ
て
い
た
の
は

ヨ
ッ
ト
競
技
で
あ
る
。
東
京
市
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
を
正
式
表
明
し
た
頃
か
ら
、
横

浜
体
育
協
会
は
、
日
本
ヨ
ッ
ト
協
会
な
ど
に

対
し
て
競
技
場
誘
致
を
働
き
か
け
、
一
九
三

六
（
昭
和
一
一
）
年
一
月
の
東
京
招
致
計
画

【写真１】横浜のオリンピック準備委員会　1938（昭和13）年4月14日　青木方子氏提供
時計の真下の人物が青木周三（市長）、左に田辺徳五郎（市会議長）、右に鵜沢憲（助役）、その右
が平沼亮三（大日本体育協会副会長）。右側の壁にはヨットハーバーの図面らしきものが見える。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

�

横
浜
①
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●東京オリンピックと横浜①

大
綱
に
は
、
横
浜
本
牧
海
岸
に
ヨ
ッ
ト
港
、

ヨ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
開
設
が
明
記
さ
れ
る
な
ど
、

横
浜
開
催
は
「
内
定
」
と
報
じ
ら
れ
た
。

横
浜
市
で
は
、
開
催
計
画
の
具
体
化
を
進

め
る
べ
く
、
体
育
主
事
の
今
島
益
造
を
ベ
ル

リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
派
遣
し
た
。
今
島

は
欧
米
各
地
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
を
視
察
し

て
帰
国
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ヨ
ッ
ト
港
を
範

と
し
て
、
新
山
下
町
の
貯
木
場
沖
合
を
埋
め

立
て
て
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
を
建
設
す
る
こ

と
を
提
起
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
横
浜
体

育
協
会
は
、
日
本
ヨ
ッ
ト
協
会
と
も
相
談
の

上
、
内
務
省
横
浜
土
木
出
張
所
技
師
の
鮫
島

茂
に
設
計
を
依
頼
し
た
（『
横
貿
』
一
九
三

六
年
一
二
月
二
五
日
）。

一
九
三
七
年
を
迎
え
、
ヨ
ッ
ト
の
横
浜
開

催
が
確
実
視
さ
れ
る
な
か
、
突
如
強
力
な
ラ

イ
バ
ル
が
出
現
し
た
。
東
京
市
が
、
芝
浦
沖

で
の
ヨ
ッ
ト
競
技
開
催
の
意
向
を
表
明
し
た

の
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
以
後
、
東
京
市
は

芝
浦
港
を
拡
張
し
、
外
国
貿
易
港
と
し
て
の

開
港
を
企
図
し
て
い
た
が
、
横
浜
港
の
機
能

低
下
を
懸
念
す
る
横
浜
市
の
反
対
に
遭
っ
て

実
現
し
て
い
な
か
っ
た
。
東
京
開
港
に
繋
が

り
か
ね
な
い
芝
浦
沖
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
計

画
に
、
横
浜
の
人
々
は
危
機
感
を
強
め
た
。

一
月
二
八
日
の
横
浜
市
会
で
は
、
小
岩
井

貞
夫
議
員
が
、
ヨ
ッ
ト
コ
ー
ス
誘
致
と
ヨ
ッ

ト
ハ
ー
バ
ー
建
設
に
関
し
て
質
問
、
東
京
側

に
対
抗
し
て
横
浜
に
お
け
る
準
備

4

4

委
員
会
を

設
立
せ
よ
と
、
当
局
に
迫
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
る
形
で
、
翌
日
、
横
浜
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

準
備

4

4

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
委
員
長
に
青
木

周
三
（
市
長
）、副
委
員
長
に
鵜
沢
憲
（
助
役
）、

田
辺
徳
五
郎
（
市
会
議
長
）
が
座
っ
た
。

二
月
一
〇
日
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織

委
員
会
で
、
競
技
場
調
査
委
員
か
ら
ヨ
ッ
ト

コ
ー
ス
に
関
す
る
答
申
書
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ッ
ト
競
技
場
に
つ
い
て

は
東
京
・
横
浜
い
ず
れ
も
優
劣
を
つ
け
か
ね

る
が
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
横

浜
の
方
が
水
深
・
水
質
と
も
に
遙
か
に
優
れ

て
お
り
、
競
技
場
と
の
連
絡
も
非
常
に
ス

ム
ー
ズ
で
あ
る
（
東
京
は
幅
員
五
百
メ
ー
ト

ル
の
浚
渫
が
必
要
と
な
る
）
点
に
お
い
て
、

横
浜
が
第
一
候
補
地
に
相
応
し
い
、
と
し
て

い
る
。
し
か
し
決
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た

（『
組
織
委
員
会
議
事
録
』
第
一
二
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織
委
員
会
、
一
九
三

七
年
）。

こ
の
後
、
青
木
市
長
は
牛
塚
東
京
市
長
と

会
見
、
鵜
沢
助
役
は
河
原
文
部
次
官
、
岩
原

体
育
課
長
、
大
久
保
東
京
市
助
役
ら
を
歴
訪
、

ま
た
横
浜
市
参
事
会
員
一
行
も
牛
塚
市
長
を

訪
問
し
、
東
京
側
に
説
得
を
続
け
た
。
そ
の

結
果
、
五
月
一
八
日
の
第
一
五
回
組
織
委
員

会
で
、
横
浜
開
催
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
。

七
月
四
日
に
は
新
山
下
町
貯
木
場
筏
繋
留

所
内
に
ヨ
ッ
ト
仮
繋
留
所
を
、
九
月
五
日
に

は
貯
木
場
埋
立
地
に
仮
ハ
ー
バ
ー
事
務
所
を

設
置
し
、
一
二
月
一
四
日
に
は
技
術
顧
問
・

ク
リ
ン
ゲ
ベ
ル
グ
一
行
が
現
地
を
視
察
し
た
。

ヨ
ッ
ト
コ
ー
ス
と
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

こ
の
頃
に
は
、
ヨ
ッ
ト
競
技
場
の
計
画
案

が
固
ま
っ
た（
図
1
）。
最
も
大
き
な
八
メ
ー

ト
ル
級
、
六
メ
ー
ト
ル
級
は
横
浜
―
木
更
津

間
の
や
や
横
浜
寄
り
に
直
径
五
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
①
。
ス
タ
ー
級
は
そ
の
や
や

西
側
で
直
径
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス

②
、
最
も
小
さ
い
モ
ノ
タ
イ
プ
は
本
牧
十
二

天
沖
合
に
直
径
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー

ス
③
。
ま
た
荒
天
の
場
合
は
防
波
堤
内
で
直

径
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
④
が
使
用

で
き
る
。

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
計
画
案
は
図
2
の
通

り
。
新
山
下
町
の
貯
木
場
北
側
の
水
面
約
三

万
四
千
坪
を
、
内
務
省
で
工
事
中
の
大
防
波

堤
①
と
、
北
側
防
波
堤
②
、
島
防
波
堤
③
、

西
側
防
波
堤
④
の
四
基
の
防
波
堤
で
囲
い
こ

む
。
外
防
波
堤
の
陸
側
か
ら
三
二
〇
メ
ー
ト

ル
地
点
に
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
出
入
口
⑤
を

設
け
、
三
基
の
浮
桟
橋
⑥
（
モ
ノ
タ
イ
プ
）

⑦
（
モ
ノ
タ
イ
プ
・
ス
タ
ー
級
）
⑧
（
六
メ
ー

ト
ル
級
・
八
メ
ー
ト
ル
級
）
に
九
〇
本
の
杭

を
打
っ
て
、
二
五
〇
～
三
〇
〇
隻
の
ヨ
ッ
ト

が
繋
留
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
、
⑨

帆
船
以
外
の
船
の
船
着
場
、
ヨ
ッ
ト
の
揚
陸

を
行
う
た
め
の
船
架
⑩
⑪
、
一
〇
ト
ン
積
み

の
起
重
機
⑫
を
設
置
す
る
。
こ
の
ほ
か
陸
上

施
設
と
し
て
、
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
⑬
、
ボ
ー
ト

小
屋
⑭
、
修
繕
所
⑮
な
ど
を
併
設
す
る
。
な

お
当
室
所
蔵
の
「
鮫
島
茂
資
料
」
に
は
、
こ

れ
と
ほ
ぼ
同
一
の
平
面
図
や
、
そ
れ
以
前
の

段
階
の
計
画
図
と
思
わ
れ
る
図
面
が
残
さ
れ

て
い
る
（「
鮫
島
茂
資
料
」
N
o
．
二
八
、

三
七
）。

【図1】　�ヨット競技場案（『第12回東京オリンピック組織委員会報告書』、
1939年、東京都公文書館所蔵）に一部加筆

【図2】　ヨットハーバー平面図（同上）に一部加筆
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●東京オリンピックと横浜①

横
浜
開
催
、
正
式
に
決
ま
る

し
か
し
横
浜
開
催
は
正
式
な
確
定
を
見
な

か
っ
た
。
問
題
は
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
計
画

の
予
算
案
約
七
〇
万
円
の
負
担
方
法
で
あ
っ

た
。
横
浜
市
の
全
額
負
担
を
求
め
る
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
側
と
、
半
額
補
助

を
求
め
る
横
浜
市
側
と
の
間
で
折
り
合
い
が

つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
平
沼
亮
三
が
交

渉
の
窓
口
と
な
り
、
翌
年
に
な
っ
て
よ
う
や

く
組
織
委
員
会
側
か
ら
二
〇
万
円
の
補
助
金

が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
二
月
八
日
横

浜
開
催
が
正
式
決
定
し
、
青
木
市
長
は
組
織

委
員
に
推
薦
さ
れ
た
。
四
月
一
四
日
に
開
か

れ
た
横
浜
の
準
備

4

4

委
員
会
で
は
、
鮫
島
の
後

任
で
内
務
省
横
浜
土
木
出
張
所
技
師
・
黒
田

静
夫
の
設
計
案
を
審
議
決
定
し
た（
写
真
1
）。

鮫
島
案
を
一
部
縮
小
し
た
も
の
で
、
総
額
六

五
万
円
の
う
ち
四
五
万
円
が
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

建
設
費
用
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四
月
二
二
日
の
市
会
で
ヨ
ッ
ト
港
築
造
関

連
の
予
算
案
が
可
決
し
た
。
総
予
算
は
約
四

五
万
円
で
、
う
ち
二
〇
万
円
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
組
織
委
員
会
か
ら
の
寄
付
、
残
る
二
五
万

円
は
横
浜
市
が
負
担
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
返
上
と

�

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
そ
の
後

念
願
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
建
設
に
向
け
て

動
き
出
し
た
も
の
の
、
そ
の
三
か
月
後
の
七

月
一
五
日
の
閣
議
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
返
上
が
決
定
さ
れ
た
。
一
九
三
七
（
昭
和

一
二
）
年
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
が
泥
沼
化

す
る
な
か
、
英
国
・
米
国
な
ど
で
日
本
に
対

す
る
批
判
が
強
ま
り
、
ま
た
国
内
的
に
も
鋼

材
・
木
材
等
の
調
達
が
制
限
さ
れ
て
大
会
準

備
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
計
画
も
一
旦
中
止
と
な
っ

た
。
し
か
し
磯
子
区
八
幡
橋
付
近
に
本
拠
を

置
く
横
浜
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ロ
ウ
イ
ン
グ
倶
楽

部
等
が
軍
事
上
の
関
係
で
移
転
要
求
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
内
務
省
に
よ
る
外
防
波
堤
の
本

牧
側
工
事
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

青
木
市
長
ら
は
、
念
願
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

を
完
成
さ
せ
る
べ
く
、
計
画
を
大
幅
に
縮
小

し
た
上
で
、追
加
予
算
案（
一
五
万
五
千
円
）

を
市
会
に
提
出
し
た
。
一
九
三
九
年
一
月
二

四
日
の
市
会
で
は
、
一
部
の
議
員
か
ら
「
有

産
階
級
ノ
娯
楽
機
関
」
と
の
厳
し
い
批
判
を

浴
び
た
が
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
八
月
三

日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
た
（
写
真
2
）。

工
事
は
、
内
務
省
横
浜
土
木
出
張
所
に
委

託
す
る
形
で
進
め
ら
れ
、
一
九
四
一
年
七
月

二
〇
日
に
竣
工
し
た
。
戦
時
中
に
は
、
貯
木

場
の
敷
地
の
一
部
に
海
洋
道
場
横
浜
支
部
が

置
か
れ
、
海
洋
少
年
団
の
訓
練
地
と
し
て
使

わ
れ
た
。
終
戦
後
は
米
軍
が
接
収
し
、
一
九

五
二
～
五
三
年
の
返
還
以
後
は
、
日
本
ヨ
ッ

ト
協
会
、
大
学
等
に
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、

本
牧
埠
頭
の
建
設
計
画
で
廃
止
さ
れ
た
。

ボ
ー
ト
コ
ー
ス
と
総
合
運
動
場
計
画

ヨ
ッ
ト
と
併
行
し
て
、
横
浜
体
育
協
会
で

は
、
鶴
見
川
の
下
流
に
ボ
ー
ト
競
技
場
を
誘

致
す
る
計
画
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
矢
上
川

合
流
点
か
ら
末
吉
橋
ま
で
の
間
に
、
川
と
併

行
し
て
長
さ
約
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
八

〇
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
建
設
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
（『
横
貿
』
一
九
三
六
年

一
〇
月
八
日
）。
こ
の
計
画
に
は
、
近
く
予

定
さ
れ
て
い
る
内
務
省
に
よ
る
鶴
見
川
の
改

修
工
事
と
絡
め
て
施
行
す
る
こ
と
で
、
建
設

費
を
節
約
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

計
画
の
前
提
と
な
る
鶴
見
川
の
国
庫
改
修
費

が
昭
和
一
二
年
度
予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
目
論
見
は
あ
え
な

く
挫
折
し
、
開
催
地
は
埼
玉
県
戸
田
村
（
現

在
、
戸
田
市
）
に
決
ま
っ
た
。
戸
田
村
で
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
返
上
後
も
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
の

建
設
が
進
め
ら
れ
、一
九
四
〇（
昭
和
一
五
）

年
に
完
成
、
一
九
六
四
年
の
第
一
八
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
競
技
場
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
磯
子
区
滝
頭
の
沖
合
二
万

坪
を
埋
め
立
て
て
、
四
百
メ
ー
ト
ル
の
ト

ラ
ッ
ク
、
二
百
メ
ー
ト
ル
の
直
線
コ
ー
ス
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
馬
術
競
技

場
な
ど
を
設
け
、
三
万
人
収
容
の
大
ス
タ
ン

ド
を
備
え
た
総
合
運
動
場
を
建
設
す
る
計
画

も
あ
っ
た
（『
横
貿
』
一
九
三
六
年
八
月
一

八
日
夕
刊
、
一
九
日
）。
こ
こ
に
ホ
ッ
ケ
ー
の

予
選
会
場
を
誘
致
し
、
ま
た
陸
上
選
手
の
練

習
場
と
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
問
題
と
な
っ
た
の
は
そ
の
建
設
費
（
約

二
五
～
二
八
万
円
）
で
、
当
初
予
定
し
て
い

た
日
本
レ
ー
ス
ク
ラ
ブ
か
ら
の
寄
付
金
が
得

ら
れ
ず
、
計
画
の
み
に
終
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
計
画
は
、
紀
元
二
六
〇
〇

年
（
一
九
四
〇
年
）
記
念
事
業
・
岸
根
総
合

運
動
場
計
画
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
。
し
か

し
戦
時
色
が
強
ま
る
な
か
、
造
成
工
事
は
中

断
さ
れ
、
一
部
は
高
射
砲
陣
地
と
な
っ
た
。

戦
後
、
約
二
〇
年
間
に
及
ぶ
米
軍
接
収
を
経

て
、
現
在
は
岸
根
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

総
合
運
動
場
に
つ
い
て
は
、
戦
後
三
ツ
沢

公
園
内
に
、
三
万
五
千
人
収
容
の
陸
上
競
技

場
を
は
じ
め
、
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
各
種
競
技
場
が
整
備
さ
れ
、
陽

の
目
を
見
た
。
そ
の
後
、
三
ツ
沢
は
、
一
九

五
五
年
の
神
奈
川
国
体
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

サ
ッ
カ
ー
競
技
会
場
と
な
っ
た
。

�

（
松
本　

洋
幸
）
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